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緒言

膿ノ含有スル酵素トシテハ蛋白質分解酵素、「カタラーゼ・」、「オキシダーゼ‘fリバーゼ」

等報告セラ Jレ。昭和5年9月児科雑誌第364披ニ荒川堪民ハ乱汁中ニ含？）レ、「ベルオキシダ

ーゼ」醇素テ簡軍ニ然モ精密ム定量スル方法テ護表セラル。余等ハ荒川氏ノコノ「ペル才

キシダーゼ」定量法テ用ヒ、膿ニ含－.－ ｝レ、「ぺJレ才キシダーゼ」テ定量シ得タル結果テ簡草

ニ報告セジ。

二責験記録

(1）膿／採取及ピ稀軍事法 貧験材料＝用ヒタ yレ （ノ、） Reagent B次ノ蕗方＝ヨリ調製ス。

膿，、何レモ人徳ョ P 得タ Jレモノナリ。 ~n チ郷、漂

痘、化膿性淋巴腺炎、化膿性宇L腺炎ノ怠昔日ヨ リ無

菌的＝膿ヲ採取シ、コレ 70.85%食腹水ユテ十倍、

百倍、千倍、一禽倍、十高倍、百－，；，倍＝稀碍ス。

Pha口nacopoeialtincture with 

0.1% peroxy<le formed 1.0 

Gu司acol 

Ac ton ( ~krcl、）

2.0 

ad 100.0 

(2）「イルオキシダーゼ」定量法 昭和5年日月旋 次＝「ラクテスター」＝附盾セル特殊／試験管へ前

川省氏ノ児科雑誌＝後表シタ Jレ宇L汁内「ペノレオキ 記／種々＝稀縛シタル膿稀碍液ヲ1.0括ヅ、入レ、

シダーぜ」ノ定量法＝従70 ~p チ先ヅさえノ i緩衝液 然ノレ後緩衝液3.0路、試薬（A）及ピ（B）ヲ各1.0施ヅ、

及ピ試薬（A）、（B)7調製ス。 加へ振渥シ、室混（揚氏約15度）＝放置シ結果ヲ検

（イ） Sohrense山 phosphatebuffer (PH 7.8) 

－－~－ Xo~HP042l!ρ!ll.0cc. 
!¥[ 
一一一IくH。POι 8 CKC. 
】5 －場

上ノニ液n見初シタルモ／ナり。
（ロ） Reagent A次ペ見方＝ヨリ調製ス。

Guapcum res. , 0.3-1 .0 

Acid. arsenicos. 11.0:l 

Glacial acet. acid (Merck) 0.り

Sodium acetate ( +3H20) ¥Merck) I.;¥t_i 

Alcohol (!19%) ad 100.0 

ス。試薬ヲ遁加シタ Jレ後1分間以内＝深青色トナ

ノレモノヲ強反際（＋＋＋）トシ、 2分間以内ュ中等

皮青色トナJレ毛ノヲ中等度反J!ff¥（＋＋）、 5分間以内

ニ淡青色トナノレモノ ヲ弱反降、（＋）、 5分間ヲ経過ス

ノレモ淡青色トナラザルヲ陰性反感（ー〉トナス。余

等ノ、コノ「ペJレオキシダーぜ」反際、ヲ荒川氏反際ト

命名ス。

(3）種々ナル熱性膿疫ヨ P得タノレ膿＝含..，.）レ、

「ペルオキシダーぜ」定量 I；結果ハ第1表＝示セル

ガ知シ。
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第一表

｜ 荒川氏反際

膿ノ肉眼的所見 Im倍稀樗｜削00倍 11り00倍 i10附倍｜酬0りi川 M
｜ l稀搾 ｜稀樽 ｜稀碍 I f寄稀樽 Ii存稀F事

症例！病名

第一例 I I I 
藤田某 ｜郷 ｜淡黄色波厚＝シテ｜
（女 7年） ｜ ｜血液ヲ泌入セズ ｜ 

第二例 ｜ ｜淡黄色濃厚ユシテ l

今村某｜療 厄｜少量／血液ヲ混入 ｜
（女18年）｜ ｜ス ｜

第三例 ｜ ｜ ｜ 
磯肝某｜化膿性乳｜淡黄色浪厚ユシテ ｜
（女27年）｜腺炎 l血液列昆入セズ ｜ 
第凶例 111::膿性頚｜ I 
回来 l部東巴腺｜淡黄色漫厚ユシテ ｜
（女 2年） I 1定例 i血液7混入セズ ｜ 
第五例II I I 
大塚某｜療 短｜淡黄色滋厚＝シテ 1
－盟主タ－） I ｜血液ヲ浪人セズ I 
第六例 I I I 
樋口某i療 短｜淡黄色沼厚＝シrI 
（女20年）｜ l血液ヲ混入－ ｜ 

第 7例 I I I 
馬杵某｜妨 ｜淡黄色滋厚＝シテ｜
（男J;l年）｜ ｜血液ヲ混入セズ ｜ 

＋＋ 

(4）熱性膿蕩ヨリ得9｝レ膿ヲ 0.85%食趨水ユテ ナラシメ、 7R.和シタルモノヲ沈澄トナス。 コノ原

I Ofま＝薄倖シ、沈澱管ュ入レ、 1分間三千回事事ヲ有 液、上清、沈透ヲ夏＝食燈＊＝テ稀律ν、コレ孟

スノレ電気遠心機＝テ15分間遠心沈澱シ、上清ヲ採 含マ札、「....： 1レオキシダーぜ jヲ定量シタル結果ハ

耳元スJ 沈澱へ 0.S.:i；；；食撞水7加へテ原容量ト同一 第2表＝示セJレガ.！mシ。

第 表

＋ 

＋＋ 

－ずiT
 

＋＋ 

＋＋ 

＋＋ 

症 名病同川・41
 

荒 川 氏反際

jIOf捕縛11り0官子繭傍｜両面 I100000 
｜稼私 1怖陣 ｜イ古稀様｜倍稀軍事

原被jttt /ttt i++ /

上清Itt十 ！ 併 IH l + I -
: ++ l + I -I -

第二例 原液！怖 I++. I + I + I -
樋口某 摸 m 上清｜怖［＋＋ ＼ ＋ 1+1-
（女20年）

沈澄｜俳 ｜ ＋＋｜＋｜－｜－

第三例 原液｜併 ｜ 怖｜＋＋ ｜ ＋｜－

馬杵某 協 上続 ｜ 怖｜怖 ｜ ＋＋ ｜ ＋｜一

（男l，；年）
）沈澄It↑十 Itt十 I+ l -I -

（ろ）人惚ヨリ得タノレ種々ナJレ穏液＝含7 ノレ、 ヵ•J<日シ。第：： 表中健康人赤血球浮i持液トナシタル

「ペノレオキシダーゼ」定：，tノ結果ハ第：；表ニ示セル ハ血液＝拘機酸曹達7加へ凝固ヲ阻止シ、夫.＝.0.85
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%食盤水ヲ加へ遠心沈澱シ、血清及ピ白血球ヲ除

キ、原容積マデ食腹水ヲ加へシモノナリ。健康人

白血球トアJレハ物機酸li草違加血液＝食盤水ヲカ日へ

材料ノ積額

健康人血清

健康人赤血球浮
瀞液

健康人白血球i字
滋液

東傷＝ヵ、レル
皮！荷／水泡内程差
出液
念性膝関節炎
（紫液性）ノi参向
液

第

肉眼的所見

淡黄色透明

法赤色調濁液

字L白色調濁液

淡 黄色透明

淡褐色徽濁

淡 黄色徽濁

淡黄褐色徽濁

(6）第1表＝示シ !1Iレ賓験＝用ヒシ膿ヨリ分離

シ得9 ル白色葡萄状球~i ヲ 24時間37°C鮮寵＝入レ

堵糞シタ Jレ寒天斜面ヨリ一白血耳ヲ採取シ、 ヨレ

遠心沈澱シ、上層品集マノレ白血球磨7集メ、赤血

球7除キ、コレ＝ 0.8.）%食盤水ヲ加へ字し汁様i園濁

液トナシタルモノナ P。

表

原 液

l -I -I 

I -I -J 
I -l -I 

i -I -I 
I - ・1 ・ - I 

＋＋ I + I -I 
廿十 l ++ I + I 
ヲI姥ノ0.85%食盛＊ニ浮滋サセタ Jレi図濁液晶含7

Jレ、「ペルオキシダーゼ」ヲ定量シFJレニ、何レノ

場合＝モ陰性反懸ナりキ。

所見繕括及ビ討究

(1)姉、療宜、化膿性字L腺炎、化膿担t淋巴腺炎ニ催レJレ患者ヨリ得タ Jレ膿ニハ、第1表ニ

示スガ如ク、コレア最高10高倍ニ稀樺スルモ、「ペルオキ シダーゼ」酵素テ謹明シ得。血液

テ混入セル第2例テ除クパ、最低ノ；場合ェモ1寓1＆ニ稀楳 スJレモコレエ「べJレ才キ シグーゼ」

ノ；寄在テ認、メ得。故ニ急性炎性疾患ノ揚合ニ見ラ Jレ、膿ハ甚ダ多量ノ「ぺJレ才キシダーゼ」

テ含有スルモノトイフペキナリ。

(2）療痘及ピ飾ヨリ得タル膿テ 0.85%食瞳水ニテ稀樺シ、電気遠心機ニア膿球テ分離シ

テ、「ぺJレ才キシダーゼ」反感テ検スルー、共結果ハ第2表ニ示シタ Jレガ如ク、膿球テ含？ず

ル上清ニハ膿球テ多量二含ム沈誼ヨリモ約10儲モ多量 ノ「ぺJレ才キシダーゼ、」テ含有ス。而

シテ上清ハ膿ノ原被ト大凡等量ノ「ぺJレオキ シダーゼ」テ含有 シ、沈誼ハ膿原液ノ約10分ノ

1量テ含有 ス。 コノ結巣ーヨレパ眼球ノ、膿紫 ヨリモ少量 ナJレ「ぺノレ才キシダーセ。」テ含有ス

Jレモノト fフベ‘キナリ《

(3）健康人血清、赤血球浮揚液、白血球浮倣波、 陰i¥li水腫液、粘液袋内法出液内ノ r'"" 
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Jレオキシダーゼ」テ除ス Jレニ、第3表ニ示シタ Jレガ如ク、何レーモ該酵素テ謹明スル能ハズ。

之ニ反シテ火傷ニ催レル皮膚ノ 7j'(j白内法1:1＼波及ピ急性紫波性膝開節炎ノ法出液ニハ該醇来

ラ誼明シ得レ共、膿内ノ酵素量ニ比スレバ共100分ノl或ハ1000分ノ1ニ過ギズ。

(4）第1表ニ示シタル賞験ニ用ヒシ股ヨリ分離シタル葡萄ilk球菌ノ食盟水浮俳液ニハ「ぺ

Jレオキシダーゼ」酵素テ誼明スル能ハズ。

(5）以上述ペタル質験結果ヲ綿括スレパ、しペJレオキシグーゼ」醇素ハ葡萄AA球菌ニヨル

急性化股性炎症ノ際殻生ス；：..膿ニ多量ニ合-v）レ、モノトイフペキナリ。）臨摂ハ股球ヨリモ

多量ナJレ該酵4テ含有スレ共、 葡j萄欣球菌ハ コレテ含有スJレコトナシ。

(6）膿球、膿提ハ多量ノ「ペJレ才キシ夕、ーゼ」テ含有スレ共、 TI:常ノ血清、赤血球、白血

球内ニハ該酵素テ謹明ス Jレ能ハズ。同様ニヨI二念、性炎症性法出物タ ）J.,粘液襲内法出波、陰i~

7］＜腫波ニモ コノ酵素・テ誼明スJレ能ハズ。然シ乍ラ火傷ニHU.レJレ皮膚J7］＜泡内法IHi夜、念性

膝閉？ifi炎ノ法1:11液ニハ該酵素テ少量ニ讃明シ得。故ニ「ペJレオキシ．ターセ”」ハ非急性炎症性

或ハ非細菌性炎症ノr,豊液ユハ含有セラレずJレカ或ハ股ニ比スレパ少量ニ含有セラ Jレ、モノ

ト4フベキナリ。

四結 論

（］）「ペルオキシダーゼ」酵素ハ：葡萄欣球菌ニヨ Jレ念性化膿性炎症ニヨリ殻生スル膿内ー

ハ甚夕、多量ニ謹明セラノレ、モ、干出荷欣球菌ニハ含有セラレス。股紫ハ膿球ヨリモ多 ~：［ノ該

酵素テ含有ス。

(2）健康人血清、赤血球、 白血球、非急性売品川生法出波、非争HI菌性炎症／法出液ハ

「ぺJレ才キ シターゼ、」テ含布セザJレカ或ハ少量ニ含有ス Jレノ iナリ。


